
今回の研究会では、『自己否定する主体―一九三〇年代「日本」と「朝鮮」の思想的媒

介』（京都大学学術出版会、2024年）の著者である 郭旻錫（かく・みんそく）さんをお迎えします。郭さ

んの研究は、1930年代という時代における「日本」と「朝鮮」の思想的交錯を丹念に追

いながら、植民地支配下の複雑な権力関係の中で、いかに人間が「自己否定」という形

を通じて主体性を模索し得たのかを明らかにするものです。研究会では、この著書で

提示された方法論を手がかりに、現在の日本と韓国の関係をどのように哲学的に考え

られるか、というアクチュアルな問題へと議論を広げていただきます。歴史的な視座と

現代的課題を架橋する試みは、日韓関係を新しい角度から捉え直す貴重な機会となる

でしょう。
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